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研究の概要 

学校におけるスクールカウンセラーの有効な活用に関する研究 

学校においてスクールカウンセラー（以下 SCと略記）は、生徒・保護者の個人面接にとどまらず、教員へ

のアドバイスや外部機関との連携等、様々な活動をおこない、他職種と協働しながら心理臨床の専門性を学

校に還元していくことを期待されています（図１）。しかし、SC は非常勤という勤務回数や時間が限られて

いる中で、予防、早期発見・早期対応、フォローアップなどの支援を、いかに効率よく保護者や教員と協働

しておこなっていくのかが課題となっています。 

 

近年、小・中学校が直面している問題は、いじめの増加と様態の多様化、不登校の急増、教員の多忙化・

負担増などです。インターネットの普及により SNS でのいじめなどが増えていますが、大人が把握できず早

期介入ができていないケースが多くなっています。また不登校の小・中学生は約 35万人（2023）と過去最多

となりましたが、教員の多忙化・負担増により支援を十分に受けられない子どもも増えています。これらの

課題に取り組むために、SC は個別相談だけではなく、教員や外部機関と連携しながら学校という組織（チー

ム学校）の一員として活動することが求められています。 

“問題が起きてから”だけではなく、“問題を未然に防ぐ”役割として、心理教育（ストレスマネジメント

やソーシャルスキルトレーニングなど）をおこなうことが有効です。教員向けの研修や子ども向けの授業等、

個々の学校のニーズに応じた心理支援を提案していきます。 

 

【学会発表】・ 「いじめ、自死第三者委員会における心理職の役割」  

・「反社会的行動を示す中学生へのスクールカウンセラーによる支援」 

・ 「学校現場で活用できる心理プログラムの検討」 

 

SC が学校現場に導入されて

30 年。SC の多くが学校におい

て重要な機能を果たしている

現在、学校の教育活動の中で心

理の専門職を“より有効に活

用”していくには、能動的な支

援の検討が重要となっていま

す。そこで「相談室にいる専門

家」から「チーム学校の一員と

しての専門家」へどう役割を広

げていけばよいのかを検討し

ていきたいと思います。 
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